
2008

12・February
No.63

人  自然  輝きつづける  あい甲賀    甲賀市
Public Information Magazine

C ON T E N T S 

元気なまちかど………………………… 12・13
  市民駅伝競走大会、はんどう忍者から門松（貴生川幼稚園）ほか
  であいこうか「全国都道府県対抗女子駅伝
　　　　　　　　　　滋賀県代表　福井　愛  さん」
こうかまちかど特派員のページ…………… 14
情報のまど…………………………… 15～18
こうかギャラリー…………………………… 20

市長ぐるっトーク／市の花・木・鳥が決定…… 2・3
甲賀市消防出初式………………………… 4・5
コミュニティバスのご利用を………………… 6

『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」から名付けています。市民憲章とともに皆さんに親しまれる広報紙をめざします。

市長ぐるっトークで子どもたちとふれあう中嶋市長（関連記事は2・3ページ）



　

甲
賀
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
花
・
木
・
鳥

を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

選
考
に
あ
た
っ
て
は
、「
甲
賀
市
花
・
木
・

鳥
選
考
委
員
会
」で
検
討
を
重
ね
、推
薦
い

た
だ
い
た
原
案
を
市
の
花
・
木
・
鳥
と
し

て
決
定
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、本
紙
３
月
１
日
号
で
特
集

の
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
　

企
画
政
策
担
当

☎
6
5
―

0
6
7
0

℻
6
3
―

4
5
5
4

花：ササユリ

木：スギ 鳥：カワセミ

が

決
定

花
・
木
・
鳥

甲
賀
市
の

11

～JAふれあい市（信楽）～
　最初に訪れたのは、信楽のJAふれあい市です。遠くは県外か
らも来客があるそうで、店頭には毎日地元産をはじめとした新
鮮な野菜や果物が並びます。早速市長は、買い物に来られてい
た市民の方に声をかけ、普段着のトークを開始。この季節にた
くさん収穫できるユズを丸ごと入れたユズ風呂のお話を聞くな
どして、お店の方やお客さんとふれあいました。
　また、隣接するJA信楽支所では、小崎支所長から最近の農業
事情についてお伺いしました。市長はJAで取り組まれている
「笑顔」地域一番にエールを送りました。。

～ニューポリス区敬老事業～
　次に、甲南のニューポリス区で開催されていた敬老事業の会場を訪
問しました。
　参加者は、同区にお住まいの70歳以上の方約50名です。保健師か
ら「高齢者の運動と健康」をテーマに講義を受けていた皆さんは、突
然の市長の訪問に驚いた様子でしたが一緒に体操をしてリラックス。
皆さんが地域で感じておられる思いを直接聞かせていただくことがで
きました。
　この地に住んでよかったと思っていただけるまちづくりを進めるこ
とを約束し、会場をあとにしました。

～育児ひろばアプリコット～
　午後には、水口の自主活動センターきずなで活動さ
れている育児ひろばアプリコットを訪問しました。
　子育て中のお母さんと子どもたちが集うこの広場は
いつもにぎやか。この日も、突然の訪問にもかかわら
ず笑顔で歓迎をいただき、昨秋発行された「子育て情
報マップ」の作成時の苦労話などをお聞きしました。
　子育て支援に熱心に取り組み、協働のまちづくりを
支えていただいている皆さんに感謝します。

～甲賀市国際交流協会～
　続いて、同じくきずな内に事務所がある甲賀
市国際交流協会を訪問しました。協会では、海
外交流や外国籍住民のための支援など多彩な事
業を展開されています。　
　この日は、年間を通して行われている海外姉
妹都市との中学生交流事業について、現状や課
題をお聞きしました。

　　　～NPO法人ほのぼのセンター
　　　　　　　　ひなたぼっこ　かつらぎ～
　最後に訪問したのは、甲南にある、ひなた
ぼっこかつらぎ。３年ほど前に開設された高
齢者の通所介護施設です。　
　突然のお客さんが市長とあって、通所者と
職員の皆さんは驚いた様子。一般の民家を借
りての開設であり、市長も皆さんとゲームを
しながら家族とくつろぐようなひとときを過
ごしました。
　今後、もちつきなど季節に応じた催しも行
われるそうです。ここが皆さんの憩いの場と
なり、いつまでも笑顔で過ごされますようお
祈りします。

　市長が市民活動の場を直接訪れ、
皆さんの生の声を聞かせていただく
市長ぐるっトーク。だれもが住みよ
いまちづくりを進めようと実施し、
３年目となります。
　今月号では１月15日㈫に市内各地
を訪問した様子をお知らせします。

n

お店の方と笑顔でふれあう市長 n

地元産の野菜が並ぶふれあい市の店内

n

JA信楽支所長にお話を聞く市長

n

区民の皆さんとともに体操に参加

n

突然、市長の隣にすわられた男性は92歳。
　その元気さに励まされました。

n

皆さんに元気なまちづくりを約束

n市の未来を支える子ど
もたちとの交流

n

アプリコットに集
う皆さんと

n

国際交流協会で歓迎を受ける市長

n

画伯になりきり絵描きしりとり
　に参加する市長

n

ひなたぼっこの皆さんと
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敬
称
略
）

　新春恒例の消防出初式が１月６日㈰、あいこうか
市民ホールを中心に盛大に行われました。
　当日は、市内各地域から消防団員が集結、市民ホー
ルで行われた式典では、中嶋市長の激励や植田団長
の訓示、来賓の祝辞に続いて、退団された方への感
謝状が授与された他、優秀団員への表彰が行われま

した。
　また、式典終了後は、消防車両によるパレードや
各方面隊で一斉放水が行われ、団員一人ひとりが１
年の無事と火災ゼロを誓いました。
　特に今年は、発足後初めて女性消防団員も参加、
地域の安全・安心への思いを新たにしました。
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甲
賀
広
域
支
部
長

　

功
績
章

部
長	

鍋
家　

善
幸	

な
べ
や　

ぜ
ん
こ
う	（
土
山
）

部
長	

阪
口
美
津
留	

さ
か
ぐ
ち　

み
つ
る	（
甲
賀
）

部
長	

小
西　

隆
章	

こ
に
し　

た
か
あ
き	（
信
楽
）

班
長	

黒
川  

哲
宏	

く
ろ
か
わ　

て
つ
ひ
ろ	（
土
山
）

班
長	

上
嶋　

真
一	

う
え
し
ま　

し
ん
い
ち	（
信
楽
）

班
長	

神
山　

和
彦	

こ
う
や
ま　

か
ず
ひ
こ	（
信
楽
）

班
長	

高
原　

隆
治	

た
か
は
ら　

り
ゅ
う
じ	（
信
楽
）

団
員	

藤
江　

義
一	

ふ
じ
え　

よ
し
か
ず	

（
甲
賀
）

団
員	

本
夛　

徳
之	

ほ
ん
だ　

の
り
ゆ
き	（
甲
賀
）

団
員	

山
本　

欽
一	

や
ま
も
と　

き
ん
い
ち	（
甲
南
）

団
員	

松
本　

博
彰	

ま
つ
も
と　

ひ
ろ
あ
き	（
甲
南
）

団
員	

竹
村　

一
馬	

た
け
む
ら　

か
ず
ま	

（
甲
南
）

団
員	
中
村　

昌
史	

な
か
む
ら　

ま
さ
し	（
甲
南
）

団
員	
木
村　

博
史	

き
む
ら　

ひ
ろ
し	

（
甲
南
）

団
員	

鈴
木　

達
人	

す
ず
き　

た
つ
ひ
と	（
信
楽
）

団
員	

服
部　
　

太	

は
っ
と
り　

ふ
と
し	（
信
楽
）

市
長　

功
労
章

副
団
長	

青
木　

宗
市	

あ
お
き　

そ
う
い
ち

副
隊
長	

富
増　

力
章	

と
み
ま
す　

よ
し
あ
き	（
信
楽
）

分
団
長	

関
谷　

吉
朝	

せ
き
や　

よ
し
あ
さ	（
水
口
）

副
分
団
長	

中
川
弥
寿
夫	

な
か
が
わ　

や
す
お	（
水
口
）

副
分
団
長	

杉
田　

早
苗	

す
ぎ
た　

さ
な
え	

（
甲
南
）

副
分
団
長	

岩
永　

圭
三	

い
わ
な
が　

け
い
ぞ
う	（
信
楽
）

市
長　

技
能
章

団
員	

中
森　

弘
之	

な
か
も
り　

ひ
ろ
ゆ
き	（
信
楽
）

団
員	

辻　
　

弘
視	

つ
じ　

ひ
ろ
し	

（
信
楽
）

団
員	

菊
地　

芳
樹	

き
く
ち　

よ
し
き	

（
信
楽
）

団
員	

小
泉　

邦
裕	

こ
い
ず
み　

く
に
ひ
ろ	（
信
楽
）

団
員	

濱
瀬
功
多
郎	

は
ま
せ　

こ
う
た
ろ
う	（
信
楽
）

団
員	

奥
田　

明
寛	

お
く
だ　

あ
き
ひ
ろ	（
信
楽
）

団
長
特
別
表
彰

班
長	

大
家　
　

晃	

お
お
や　

あ
き
ら	

（
土
山
）

団
員	

小
倉　

貴
裕	

お
ぐ
ら　

た
か
ひ
ろ	（
土
山
）

団
員	

小
倉　

健
太	

お
ぐ
ら　

け
ん
た	

（
土
山
）

団
員	

上
野 

英
一	

う
え
の　

え
い
い
ち	（
土
山
）

団
員	

小
倉 

宗
典	

お
ぐ
ら　

む
ね
の
り	（
土
山
）

団
員	

南   



宏	

み
な
み　

ひ
ろ
し	

（
土
山
）

団
員	

久
保 

重
徳	

く
ぼ　

し
げ
の
り	

（
土
山
）

団
員	

中
森　

弘
之	

な
か
も
り　

ひ
ろ
ゆ
き	（
信
楽
）

団
員	

辻　

 

弘
視	

つ
じ　

ひ
ろ
し	

（
信
楽
）

団
員	

菊
地　

芳
樹	

き
く
ち　

よ
し
き	

（
信
楽
）

団
員	

小
泉　

邦
裕	

こ
い
ず
み　

く
に
ひ
ろ	（
信
楽
）

団
員	

濱
瀬
功
多
郎	

は
ま
せ　

こ
う
た
ろ
う	（
信
楽
）

団
員	

奥
田　

明
寛	

お
く
だ　

あ
き
ひ
ろ	（
信
楽
）

団
員	

杉
本　

尚
也	

す
ぎ
も
と　

な
お
や	（
甲
賀
）

団
員	

松
山　

和
也	

ま
つ
や
ま　

か
ず
や	（
甲
賀
）

団
員	

鈴
木 

　

潤	

す
ず
き　

じ
ゅ
ん	

（
甲
賀
）

団
員	

片
淵　

善
晴	

か
た
ふ
ち　

よ
し
は
る	（
甲
賀
）

団
員	

中
嶋　

壽
志	

な
か
じ
ま　

ひ
さ
し	（
甲
賀
）

団
員	

島
田　

茂
樹	

し
ま
だ　

し
げ
き	

（
甲
賀
）

　

他
に
も
、
優
秀
な
団
員
に
対
し
て
、
次
の
表
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
消
防
協
会
長　

20
年
勤
続
章

　
　
　

6
名

滋
賀
県
消
防
協
会
長　

10
年
勤
続
章

　
　
　

57
名

滋
賀
県
消
防
協
会
長　

精
励
章（
銅
章
）

　
　
　

57
名

滋
賀
県
消
防
協
会
甲
賀
広
域
支
部
長

　

5
年
勤
続
章　
　

1
0
6
名

市
長　

功
績
章　
　
　
　

27
名

市
長　

精
勤
章　
　
　
　

92
名

m受賞者代表による謝辞

m各地域に分かれての一斉放水
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市
財
政
は
厳
し
く
、
多
額
の
補
助

金
に
よ
っ
て
こ
の
ま
ま
コ
ミ
バ
ス
の

皆
さ
ん
の
利
用
が

運
行
を
支
え
る
力

│
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
│

　

甲
賀
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
コ
ミ
バ
ス
）は
市
の
ほ
ぼ
全

域
を
運
行
し
、エ
リ
ア
及
び
便
数
な
ど
の
規
模
は
県
内
で
最

大
で
す
。そ
れ
だ
け
に
、経
費
も
相
当
額
が
必
要
で
あ
り
、経

営
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　

　

今
月
号
で
は
、コ
ミ
バ
ス
の
現
状
と
課
題
、地
域
の
公
共
交

通
を
守
る
た
め
に
必
要
な
対
策
を
考
え
ま
す
。

　

年
間
の
利
用
者
数
は
約
70
万
人

（
平
成
18
年
10
月
〜
平
成
19
年
9

月
）
で
す
。
平
成
16
年
10
月
の
合
併

　

平
成
17
年
11
月
に
策
定
し
た
甲
賀

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
計
画
に

沿
っ
て
、
平
成
18
年
10
月
と
平
成
19

年
10
月
に
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
2
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正

に
よ
る
効
率
化
や
経
費
削
減
等
に
よ

っ
て
収
支
は
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
運
行
経
費
総
額
に
対

す
る
運
賃
収
入
は
3
割
弱
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
残
り
は
市
や
県
の
補
助

金
で
補
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
来
年

度
か
ら
県
の
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
影
響
で
補
助
金
が
削
減
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
、
削
減
が
実
施
さ
れ
れ

ば
、
市
財
政
の
負
担
が
一
層
増
す
こ

と
に
な
り
、運
行
形
態
の
見
直
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

運
行
を
支
え
続
け
て
い
く
こ
と
は
難

し
く
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
運
行
を

持
続
し
て
い
く
た
め
に
は
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
見
直
し
と
、
運
賃
収
入
の
確

保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、で
き
る
限
り
利
用
者

へ
の
影
響
が
少
な
い
よ
う
、極
端
に
利

用
の
少
な
い
便
や
土
日
ダ
イ
ヤ
の
見

直
し
な
ど
で
効
率
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん

だ
見
直
し
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

運
賃
に
つ
い
て
は
、
民
間
路
線
バ

ス
運
賃
体
系
と
の
比
較
を
踏
ま
え
、

地
域
公
共
交
通
会
議
（
注
）
等
で
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
利
用
増
強

や
、
広
告
収
入
な
ど
に
よ
る
副
収
入

の
確
保
な
ど
、
増
収
対
策
に
つ
い
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
足
と
し
て
、
使
い
や

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課  

交
通
政
策
担
当

　
　
　
　

☎
6
5
│

0
6
7
2

　
　
　
　

℻
6
3
│

4
5
5
4

　笑顔があふれ、安心・安全が守られる住みよい甲賀市となるよ
う、日々ご活動いただく、甲賀警察署と甲賀消防、市消防団。緊
急時には、いち早く現場に急行し、対応いただいています。
　また毎年末には、甲賀警察署では、歳末特別警戒が、また甲賀
消防と市消防団では、年末夜警が行われています。
　中嶋市長も12月26日㈬の夜には甲賀警察署を訪問、特別警戒に
当たっていただく現場の警察官の皆さんを激励、事件・事故がな
い甲賀市のために協力をお願いしました。また、同月29日㈯の夜
には、水口の消防本部前で行われた消防年末夜警出発式に参加、
市民の皆さんが無事に越年できるようお願いするとともに、市長
自らも市内を巡回、署員・団員とともに年末夜警を行いました。

【
注
】

　

地
域
や
バ
ス
事
業
者
、
行
政
機
関

の
関
係
者
が
コ
ミ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
や

運
賃
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
会
議

で
年
に
数
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

甲賀警察署で年末警戒
甲賀消防・市消防団で年末夜警

n

特別警戒を前に警察官の皆さんを激励する中嶋市長

n

市民の安全のために年末夜警を行う消防団員の皆さん

安心・安全のために

　長期にわたって安定した均衡ある
土地利用を確保することを目的とし
て、市の土地利用に関して必要な事
項を定めた甲賀市国土利用計画を策
定しました。
　この計画は、長期的な視点で「自
然環境の保全」と「公共の福祉を優
先させた健康で文化的な生活環境の
確保」を図ることを基本理念とし、
「甲賀市総合計画」に示す甲賀市の
将来像「人　自然　輝きつづける　
あい甲賀」を実現するための土地利
用に関する計画です。

問い合わせ
企画政策課　企画政策担当
☎65-0670  ℻63-4554

本計画の詳細は、市ホームページや企画
政策課及び各支所でご覧いただけます。

『甲賀市
　国土利用計画』
　　　　を策定

以
降
、
利
用
実
績
の
分
析
や
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
新
規
路
線
を
設
け
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
利
用
者
総
数
は
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
一
部
の

既
存
の
路
線
で
は
逆
に
利
用
者
が
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
バ

ス
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
今
後

は
、
利
用
実
態
に
合
わ
せ
た
定
期
的

な
ダ
イ
ヤ
等
の
見
直
し
を
実
施
し
、

さ
ら
に
効
率
的
な
運
行
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

す
い
コ
ミ
バ
ス
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

週に一度は公共交通機関（電車・バス）を利用しましょう 0

50

100

150

200

250

300

350

400

利用者数

H16.10

～

H17.9

H17.10

～

H18.9

H18.10

～

H19.9

64万

66万

68万

70万

66万4,247人
67万8,807人

70万1,050人（単位：人）

0

5千万

H16.10

～

H17.9

H17.10

～

H18.9

H18.10

～

H19.9

1億

1億5千万

2億

2億5千万

3億

3億5千万
経費
3億4,418万4千円

経費
3億6,668万2千円

経費
3億6,668万9千円

補助金
2億4,922万9千円

補助金
2億7,804万3千円

補助金
2億7,787万円

収入
9,495万3千円

収入
8,863万6千円

収入
8,881万8千円

4億

収支状況（単位：円）
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市
財
政
は
厳
し
く
、
多
額
の
補
助

金
に
よ
っ
て
こ
の
ま
ま
コ
ミ
バ
ス
の

皆
さ
ん
の
利
用
が

運
行
を
支
え
る
力

│
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
│

　

甲
賀
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
コ
ミ
バ
ス
）は
市
の
ほ
ぼ
全

域
を
運
行
し
、エ
リ
ア
及
び
便
数
な
ど
の
規
模
は
県
内
で
最

大
で
す
。そ
れ
だ
け
に
、経
費
も
相
当
額
が
必
要
で
あ
り
、経

営
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　

　

今
月
号
で
は
、コ
ミ
バ
ス
の
現
状
と
課
題
、地
域
の
公
共
交

通
を
守
る
た
め
に
必
要
な
対
策
を
考
え
ま
す
。

　

年
間
の
利
用
者
数
は
約
70
万
人

（
平
成
18
年
10
月
〜
平
成
19
年
9

月
）
で
す
。
平
成
16
年
10
月
の
合
併

　

平
成
17
年
11
月
に
策
定
し
た
甲
賀

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
計
画
に

沿
っ
て
、
平
成
18
年
10
月
と
平
成
19

年
10
月
に
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
2
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正

に
よ
る
効
率
化
や
経
費
削
減
等
に
よ

っ
て
収
支
は
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
運
行
経
費
総
額
に
対

す
る
運
賃
収
入
は
3
割
弱
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
残
り
は
市
や
県
の
補
助

金
で
補
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
来
年

度
か
ら
県
の
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
影
響
で
補
助
金
が
削
減
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
、
削
減
が
実
施
さ
れ
れ

ば
、
市
財
政
の
負
担
が
一
層
増
す
こ

と
に
な
り
、運
行
形
態
の
見
直
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

運
行
を
支
え
続
け
て
い
く
こ
と
は
難

し
く
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
運
行
を

持
続
し
て
い
く
た
め
に
は
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
見
直
し
と
、
運
賃
収
入
の
確

保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、で
き
る
限
り
利
用
者

へ
の
影
響
が
少
な
い
よ
う
、極
端
に
利

用
の
少
な
い
便
や
土
日
ダ
イ
ヤ
の
見

直
し
な
ど
で
効
率
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん

だ
見
直
し
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

運
賃
に
つ
い
て
は
、
民
間
路
線
バ

ス
運
賃
体
系
と
の
比
較
を
踏
ま
え
、

地
域
公
共
交
通
会
議
（
注
）
等
で
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
利
用
増
強

や
、
広
告
収
入
な
ど
に
よ
る
副
収
入

の
確
保
な
ど
、
増
収
対
策
に
つ
い
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
足
と
し
て
、
使
い
や

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課  

交
通
政
策
担
当
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0
6
7
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4
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　笑顔があふれ、安心・安全が守られる住みよい甲賀市となるよ
う、日々ご活動いただく、甲賀警察署と甲賀消防、市消防団。緊
急時には、いち早く現場に急行し、対応いただいています。
　また毎年末には、甲賀警察署では、歳末特別警戒が、また甲賀
消防と市消防団では、年末夜警が行われています。
　中嶋市長も12月26日㈬の夜には甲賀警察署を訪問、特別警戒に
当たっていただく現場の警察官の皆さんを激励、事件・事故がな
い甲賀市のために協力をお願いしました。また、同月29日㈯の夜
には、水口の消防本部前で行われた消防年末夜警出発式に参加、
市民の皆さんが無事に越年できるようお願いするとともに、市長
自らも市内を巡回、署員・団員とともに年末夜警を行いました。

【
注
】

　

地
域
や
バ
ス
事
業
者
、
行
政
機
関

の
関
係
者
が
コ
ミ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
や

運
賃
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
会
議

で
年
に
数
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

甲賀警察署で年末警戒
甲賀消防・市消防団で年末夜警

n

特別警戒を前に警察官の皆さんを激励する中嶋市長

n

市民の安全のために年末夜警を行う消防団員の皆さん

安心・安全のために

　長期にわたって安定した均衡ある
土地利用を確保することを目的とし
て、市の土地利用に関して必要な事
項を定めた甲賀市国土利用計画を策
定しました。
　この計画は、長期的な視点で「自
然環境の保全」と「公共の福祉を優
先させた健康で文化的な生活環境の
確保」を図ることを基本理念とし、
「甲賀市総合計画」に示す甲賀市の
将来像「人　自然　輝きつづける　
あい甲賀」を実現するための土地利
用に関する計画です。

問い合わせ
企画政策課　企画政策担当
☎65-0670  ℻63-4554

本計画の詳細は、市ホームページや企画
政策課及び各支所でご覧いただけます。

『甲賀市
　国土利用計画』
　　　　を策定

以
降
、
利
用
実
績
の
分
析
や
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
新
規
路
線
を
設
け
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
利
用
者
総
数
は
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
一
部
の

既
存
の
路
線
で
は
逆
に
利
用
者
が
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
バ

ス
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
今
後

は
、
利
用
実
態
に
合
わ
せ
た
定
期
的

な
ダ
イ
ヤ
等
の
見
直
し
を
実
施
し
、

さ
ら
に
効
率
的
な
運
行
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

す
い
コ
ミ
バ
ス
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

週に一度は公共交通機関（電車・バス）を利用しましょう 0

50

100

150

200

250

300

350

400

利用者数

H16.10

～

H17.9

H17.10

～

H18.9

H18.10

～

H19.9

64万

66万

68万

70万

66万4,247人
67万8,807人

70万1,050人（単位：人）

0

5千万

H16.10

～

H17.9

H17.10

～

H18.9

H18.10

～

H19.9

1億

1億5千万

2億

2億5千万

3億

3億5千万
経費
3億4,418万4千円

経費
3億6,668万2千円

経費
3億6,668万9千円

補助金
2億4,922万9千円

補助金
2億7,804万3千円

補助金
2億7,787万円

収入
9,495万3千円

収入
8,863万6千円

収入
8,881万8千円

4億

収支状況（単位：円）
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貴生川駅
南駐車場オープン

　貴生川駅南駐車場が１月７日（月）
にオープンしました。　
　使用料金は１時間につき100円
（24時間まで最大500円）で、24時
間利用が可能です。通勤、通学、お出
かけの際にはぜひご利用ください。

問い合わせ　
生活環境課  生活交通担当
☎65─0685　℻63─4582

　

平
成
18
年
12
月
、
信
楽
焼
を
中
心
と
し
た
『
国
際
陶

芸
産
業
都
市
』
特
区
計
画
が
、
滋
賀
県
経
済
振
興
都
市

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
発
案
に
よ
る
、
地
域
固
有
の

資
源
や
特
性
を
活
か
し
た
力
強
い
産
業
振
興
の
取
り
組

み
が
認
め
ら
れ
る
地
域
を
県
が
「
特
区
」
と
し
て
認
定

し
、
５
年
間
の
期
限
の
中
で
県
が
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

行
い
、
競
争
力
の
あ
る
産
業
の
創
出
を
め
ざ
そ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
平
成
22
年
度
の
最
終
年
に
向

け
て
各
種
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
と
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
の
共
催
に
よ
り
「
地
域
資
源
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
甲

賀
」
を
２
月
22
日
（
金
）
午
後
１
時
か
ら
、
滋
賀
県
立

陶
芸
の
森
信
楽
産
業
展
示
館
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ  

商
工
観
光
課  

特
区
推
進
室

　

☎
6
5
│
0
7
0
7　

6
3
│
4
0
8
7

■
基
調
講
演

「
新
甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
に
向
け
て
」

講
師
　

田
中 

章
雄
氏

（
㈱
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所 

代
表
取
締
役
社
長
）

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
作
り
」

〜
成
功
者
が
語
る
、実
践
に
向
け
た
提
言
と
ヒ
ン
ト
〜

　

・
パ
ネ
リ
ス
ト

　
　

浅
野 

邦
子
氏

　
　
　
　
　

（
㈱
箔
一 

代
表
取
締
役
社
長
）

　
　

三
宅 

曜
子
氏

　
　
　
　
　

（
㈱
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ワ
イ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　

 　　

代
表
取
締
役
社
長
）
他

■
入
場
無
料

　
　

主
催
：
甲
賀
市
・
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

　
　

後
援
：
近
畿
経
済
産
業
局
・
滋
賀
県
ほ
か

国
際
陶
芸
産
業
都
市
特
区
事
業

世
界
に
向
け
て
、

甲
賀
市
を
発
信

ー「
地
域
資
源
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
甲
賀
」を
開
催
ー

「
地
域
資
源
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
甲
賀
」

あいこうか市民ホールに
　　新成人約700人が集う

市成人式を開催

　今年、甲賀市で新成人を迎えられたのは1,152人の皆さ
んです。
　市では、皆さんをお祝いする記念式典、市成人式を１
月13日㈰にあいこうか市民ホールで開催しました。
　成人式では、中嶋市長が若い力に期待する思いを式辞
として伝えた後、新成人を代表して、岡本竜二さんと藤
橋唯さん（ともに甲賀町）が、誓いの言葉を述べられま
した。二人からは、今日の喜びと地域から期待される不
安を感じながらも精一杯頑張る思いが伝えられました。
　また記念式典の後には、市内それぞれの地域（中学校
区）ごとに自らが企画運営する集いを開催、新成人の喜
びを友達とともに祝いました。
　これからの甲賀市を担い、元気で明るいまちづくりを
進める原動力に欠かすことの出来ない若い力に期待が寄
せられた一日でした。　

n中嶋市長を前に誓い
の言葉を述べる岡本
さん（左）と藤橋さん
（右）

n

心新たに‥‥
市民ホールに集う
皆さん

n

中学校時代の恩師
もお祝いに駆けつけ、
成長をともに喜びま
した。（信楽会場）

おかもとりゅうじ

はしゆい

ふじ

ルビ注意3ヶ所

ルビ注意3ヶ所た
な
か
　

あ
き
お

あ
さ
の
　

く
に
こ

み
や
け
　

よ
う
こ

駅の真ん前で近くて便利
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　生活環境課では日々の消費生活のトラブルや苦情の
相談を行っています。気軽に相談してください。お悩み相談室生活環

境課より

知っト
ク！

問
い
合
わ
せ
　

 

生
活
環
境
課
　

生
活
交
通
担
当
　

 　　

月
曜
日
〜
金
曜
日
　

9
時
〜
15
時

　
　
　

☎ 

6
5
│

0
6
8
5　
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6
3
│

4
5
8
2

　

断
る
と
き
は
キ
ッ
パ
リ
と

　

訪
問
販
売
や
電
話
で
の
勧
誘
の
場

合
、
契
約
の
意
思
が
な
い
の
な
ら
、「
い

り
ま
せ
ん
。
も
う
電
話
し
な
い
で
く
だ

さ
い
」
と
最
初
に
キ
ッ
パ
リ
と
断
る
こ

と
が
大
切
で
す
。「
結
構
で
す
」
と
い

う
よ
う
な
「
は
い
」
と
も
「
い
い
え
」

と
も
と
れ
る
よ
う
な
、
あ
い
ま
い
な
返

事
を
し
た
り
、
相
づ
ち
を
打
っ
た
り
す

る
と
、
い
つ
し
か
相
手
の
ペ
ー
ス
に
の

せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
訪
問
販
売
で
は
簡
単
に
玄
関

に
入
れ
た
り
、
家
に
上
げ
た
り
し
な
い

よ
う
に
し
、
で
き
れ
ば
話
を
聞
く
ま
で

に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

タ
ダ
よ
り
高
い
も
の
は
な
い

　

「
こ
こ
だ
け
の
話
、
あ
な
た
だ
け
に

‥
‥

」
と
、
い
っ
た
、
信
じ
ら
れ
な
い

よ
う
な
、
う
ま
い
話
は
そ
う
そ
う
世
の

中
に
あ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

「
タ
ダ
よ
り
高
い
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
」、「
無
料
」
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の

無
料
の
内
容
、
範
囲
が
ど
こ
ま
で
な
の

か
、
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

親
切
な
態
度
に

　

惑
わ
さ
れ
な
い
で

　

次
に
相
手
の
身
な
り
や
態
度
に
惑
わ

さ
れ
な
い
こ
と
。

　

親
切
を
よ
そ
お
い
、
高
齢
者
を
狙
っ

て
、「
難
し
い
手
続
き
は
私
が
や
り
ま

す
」
な
ど
と
言
っ
て
、
預
金
通
帳
や
印

鑑
を
預
か
る
手
口
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
年
齢
、
家
族
、
勤
め
先
、

電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の

個
人
情
報
も
、
み
だ
り
に
教
え
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　

契
約
前
に
相
談
を

　

署
名
、
捺
印
は
う
か
つ
に
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
契
約
す
る
と
き
は
、
契
約

書
を
よ
く
読
み
内
容
を
確
か
め
、
契
約

す
る
前
に
家
族
や
友
人
や
知
人
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
身
近
に
相
談
で
き
る
人

が
い
な
い
場
合
や
、
困
っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
契
約
後
の
問
題
が
あ
る

場
合
、
時
間
が
経
つ
ほ
ど
解
決
が
困
難

に
な
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
相
談

す
る
の
が
鉄
則
で
す
。
甲
賀
市
で
も
高

齢
者
の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
悪
質
商
法
事

件
な
ど
の
情
報
に
関
心
を
持
つ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
知
識
が

あ
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、

冷
静
に
対
処
で
き
ま
す
。

省　エ　ネ　行　動

リビング

① 暖房は20℃、冷房は28℃を目安に温度設定している。 □Yes□No

② 冷暖房機器は不必要なつけっぱなしをしないように心がけている。 □Yes□No

③ 人のいない部屋の照明は、こまめな消灯に心がけている。 □Yes□No

④ 照明は、省エネ型の蛍光灯や、電球型蛍光ランプを使用するようにしている。 □Yes□No

キッチン

⑤ 洗いものをするときは、給湯器の温度設定をできるだけ低くするようにしている。 □Yes□No

⑥ 冷蔵庫は壁から適切な間隔をあけて設置している。 □Yes□No

⑦ 電気ポットを長時間使わない時には、コンセントからプラグを抜くようにしている。 □Yes□No

浴室・洗面所

⑧ 洗濯する時は、まとめて洗うようにしている。 □Yes□No

⑨ お風呂は、間隔をあけずに入るようにして、追い焚きをしないようにしている。 □Yes□No

⑩ シャワーはお湯を流しっぱなしにしないように気をつけている。 □Yes□No

車

⑪ アイドリングはしないように気をつけている。 □Yes□No

⑫ 無駄な荷物を積んだまま運転しないように気をつけている。 □Yes□No

⑬ 外出時はできるだけ車に乗らず、電車・バスなど公共機関を利用するようにしている。 □Yes□No

その他
⑭ 電気製品は主電源を切り、待機時消費電力を少なくしている。 □Yes□No

⑮ 電気、ガス、石油機器などを買う時は、省エネタイプのものを選んでいる。 □Yes□No

あなたのライフスタイルをチェック 2 月は「省エネルギー月間」です

エネルギー需要が増大するこの時期にこそ省エネを心がけたいものです。まずは
あなたのライフスタイルをチェックしてみてください。

Yesが12個以上=ズバリ省エネ派　Yesが11〜7個=まだまだ省エネ派　Yesが3個以下=もっと省エネ派

問い合わせ　生活環境課 環境政策担当　☎65-0692 ＦＡＸ63-4582

省エネチェック
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神 社は地域にゆかりの神をまつる宗教施設であると
ともに、地域社会のよりどころ、伝統

文化の守り手として大きな役割を果たして
きました。第1巻では市内の神社のうち、
平安時代に存在が確認できる古社を紹
介しています。
　その代表が「式内社」、つまり当時
の法律・制度を記した『延喜式』にそ
の名が見える神社で、市域では川田・
川枯・水口・矢川・飯道の5社が知られます。
これを現在のどの神社にあてるかは見解が
分かれる場合もありますが、いずれも社歴や
文化財など見るべきところが少なくありません。
　もうひとつは「国史現在社」で、『延喜式』には見えませんが、
『三代実録』などの「六国史」に見える古社のことです。
市域では油日神社がそれにあたり、やはり地域を代表する
神社です。神社の歴史を知ることは、郷土の歴史を知るこ
とにつながります。皆さんも身近な神社の歴史をひもとい
てみませんか。

第27回

甲賀の古社
「式内社」と「国史現在社」

歴史文化財課　市史編さん室
 ☎ 86-8075  ℻ 86-8216

購入・問い合わせ

n

極彩色の本殿を
　もつ飯道神社
　（宮町）も式内社
　のひとつ

しきないしゃ こく し げんざいしゃ

■書店での取り扱いを開始します

水口 三宝堂書店〈アヤハプラザ〉
　　 ハタヤ書店〈平和堂〉／山川書店〈平和堂〉　
　　 山田書店〈平町〉
土山 ウエノ〈北土山〉 甲南 一番館〈アーバンぱる〉
信楽 谷川書店〈長野〉

『甲賀市史』の取り扱いを市書店組合加盟の
次の書店で開始しました。ご利用ください。

なおご予約分は書店では引き換えられません。
指定の公共施設でお引き換えください。

　

水
口
町
貴
生
川
か
ら
甲
南
町

に
か
け
て
、
戦
前
ま
で
は
鋸

の
こ
ぎ
りの

生
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。こ
の
地

で
製
造
さ
れ
た
鋸
は「
前ま

え
び
き挽
鋸の

こ

」

と
い
う
縦た

て

挽び
き

用
の
大
型
製
材
鋸

で
、
そ
の
製
造
用
具
一
式
が
滋

賀
県
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

用
具
だ
け
で
な
く
、
前
挽
鋸

を
自
在
に
扱
う
木
挽
き
職
人
さ

ん
や
、
鋸
職
人
さ
ん
が
今
も
健

在
な
こ
と
は
大
変
貴
重
な
こ
と

と
い
え
ま
す
。　

　

甲
南
町
森
尻
の
木
挽
き
さ
ん

は
木
挽
き
職
4
代
目
で
、
親
父

さ
ん
か
ら
「
差
し
金
」
で
頭
を

叩
か
れ
て
教
え
込
ま
れ
た
と
言

い
ま
す
。
な
か
で
も
熟
練
の
技

が
最
も
発
揮
さ
れ
る
の
が
、「
木

取
り
」
で
す
。
木
の
ク
セ
を
読

み
、
墨
糸
を
指
で
挟
み
は
じ

く
と
、「
ピ
シ
ッ
」
と
い
う
音

と
と
も
に
真
っ
す
ぐ
な
線
が
描

け
、「
墨
か
け
10
年
」
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
、
そ
の
習
得
に
は
時

間
を
要
し
ま
し
た
。

　

前
挽
鋸
は
柄
の
部
分
を
拝
む

よ
う
に
し
て
握
り
、
鋸
を
体
の

正
面
に
構
え
、木
口
か
ら
ゆ
っ
く

り
と
、体
全
体
を
使
い
挽
い
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
2
分
（
約
6
㎜
）

の
厚
さ
ま
で
手
で
挽
け
、
カ
ン

ナ
掛
け
を
要
し
な
い
ほ
ど
の
板

に
仕
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
杣
川
筋
の
集
落
に
は
、

鋸
を
作
る
透す

き
職
人
さ
ん
や
、

歯
焼
き
職
人
さ
ん
も
多
く
住
ん

で
い
ま
し
た
。
地
域
ぐ
る
み
で

鋸
生
産
が
行
わ
れ
、
鋸
を
叩
く

「
カ
ン
カ
ン
」と
い
う
槌
音
で
目

が
覚
め
た
と
い
い
ま
す
。
鋸
は

金
床
の
上
で
1
万
回
は
叩
い
て

平
ら
に
し
、
そ
の
後
は
カ
ン
ナ

で
透
い
て
、
1
日
1
枚
の
ペ
ー

ス
で
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
後
の
工
程
が
歯
焼
き
。
フ

イ
ゴ
で
風
を
送
り
な
が
ら
松
炭

で
鍛
冶
バ
サ
ミ
を
焼
き
ま
す
。

真
っ
赤
に
な
っ
た
鍛
冶
バ
サ
ミ

で
歯
を
1
枚
挟
み
、
鋸
の
歯
先

に
熱
が
伝
わ
っ
た
こ
ろ
合
い
を

見
て
、
瞬
間
に
水
に
つ
け
て
焼

き
を
入
れ
ま
す
。
こ
れ
を
歯
1

枚
1
枚
繰
り
返
し
、
最
後
に
ナ

ス
ビ
色
に
な
る
ま
で
焼
き
戻
し

を
す
る
の
で
す
。
戦
前
卸
で
12

円
、
小
売
で
18
円
、
そ
し
て
北

海
道
を
は
じ
め
全
国
に
出
荷
さ

れ
ま
し
た
。「
京
都
西
陣
、
信

楽
陶
器
、
甲
賀
マ
エ
ビ
キ
」
と

言
わ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
と
な

つ
か
し
そ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

機
械
製
材
が
普
及
し
た
今

日
、
木
挽
き
や
鍛
冶
の
技
術
は

確
実
に
消
滅
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
地
で
育
ま
れ
た
こ
う
し
た

民
俗
技
術
こ
そ
、
今
緊
急
に
記

録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
化

財
な
の
で
す
。

29

杣の伝統・木挽きと
鍛冶の技術

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課  

調
査
管
理
係

☎
８
６
─

8
0
2
6

ＦＡＸ
８
６
─

８
２
１
６

m�
歯
焼
き
を
実
演
す
る

鋸
職
人
さ
ん
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甲賀市の
大切な

自然自然自然
 甲賀市内の

大切な自然が存在する
地域について紹介します 野洲川の河原

●第4回●

パートⅡ

みなくち子どもの森自然館
1 63-6712　FAX 63-0466

　野洲川の河原には、「ヌリ」「ズ
リンコ」などと呼ばれる、固まり
きっていない泥が見られる場所が
あります。これは約200万年前に
あった湖（古琵琶湖）やその周囲
の川などにたまった地層で、「古
琵琶湖層群」と呼ばれます。
　この地層から、いろいろな化石
が見つかります。
　水口町幸が平付近ではメタセコ
イアやマツなどの植物化石がたく
さん見つかりました。
　北内貴から宇田にかけても、イ
シガイなどの貝、ゾウやシカの足
跡、ワニの歯などの化石が見つか
っています。これらの化石は、約
200万年前の甲賀にもワニがいた
りメタセコイアの大木が茂ってい
たことを教えてくれます。
　なお、杣川の河原にも古琵琶湖
層群が露出しており、ドブガイな

どの化石が見つかります。甲南か
ら甲賀にかけてのこの地層は、水
口より古く、約300万年ほど前の
ものです。
　このような河原の地層は、護岸
工事が行われると、コンクリート
等に覆われて見えなくなってしま
います。水口から湖南市にかけて
の野洲川は、地層が大規模に露出
する、数少ない場所です。
　なお、野洲川の頓宮より上流に
も化石のみつかる地層があります
が、これらは古琵琶湖の時代より
も更に古く、約1700万年前の海で
たまったものです。
　野洲川の河原には、人間が住む
よりも前の地域の歴史が隠されて
います。増水などで地層の露出状
況が変わると、また新たな発見が
あるかもしれません。

４日㈪、12日㈫
18日㈪、25日㈪ 

2月の
休園日

nワニの歯の化石
　（水口町水口の野洲
　 川で1998年発見）

n

野洲川で化石を探す

■特別展
「キノコを楽しもう」
　　　　　開催中
（３月９日㈰まで）

甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
文
芸
欄

今
回
は
甲
南
町
文
化
協
会
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
号（
3
月
１
日
号
）は
、甲
賀
町
文
化
協
会
の
予
定
で
す
。

・
爽
や
か
な
川
の
流
れ
に
身
を
置
き
て
白
鷺
一
羽
餌
を
狙
い
お
り	

今
村　
　

緑

・
朝
霧
を
光
ら
せ
蜘
蛛
は
格
納
庫
に
収
納
せ
し
糸
せ
っ
せ
と
引
き
出
す	

鵜
飼　

洋
子

・
曽
孫
今
ス
ポ
ン
ジ
状
の
智
恵
袋
フ
ル
回
転
さ
せ
発
育
盛
ん	

岡
崎　
　

照

・
ひ
と
株
の
ア
メ
ジ
ス
ト
セ
ー
ジ
色
深
く
花
穂
を
揺
ら
す
風
は
む
ら
さ
き	

桂　
　

歌
子

・
喜
寿
の
夫
主
役
つ
と
め
し
米
作
り
今
日
新
米
の
袋
積
み
上
ぐ	

木
下　

房
乃

・
華
や
か
な
花
よ
り
好
み
は
茶
席
の
一
花
古
稀
を
迎
え
て
居
住
い
正
さ
む	

北
川　

浩
子

・
不
便
だ
の
淋
し
い
だ
の
は
贅
沢
と
我
が
城
有
れ
ば
と
友
の
一
言	

千
葉　

和
子

・
深
緑
の
木
漏
れ
日
の
も
と
粛
々
と
結
縁
観
頂
道
場
に
向
か
う	

八
里　

い
よ

・
今
見
ご
ろ
海
津
大
崎
桜
並
木
バ
ス
で
楽
し
む
湖
北
の
路
を	

藤
田　

悦
子

・
子
育
て
を
終
え
て
桜
の
花
咲
く
を
ゆ
る
り
見
上
ぐ
る
夫
の
傍か

た

へ
に	

堀
井　

菊
野

・
旅
を
終
え
己
が
住
む
家
に
灯
を
点
し
こ
こ
の
暮
ら
し
に
安
ら
ぎ
覚
ゆ	

御
崎
ミ
サ
子

・
ア
マ
リ
リ
ス
紅
の
花
び
ら
幾
す
じ
か
透
か
し
て
見
え
る
花
脈
清
し	

山
脇
千
鶴
子

・
春
風
と
戯
る
ご
と
く
揺
れ
る
薔
薇
手
触
れ
ば
拒
む
棘
の
鋭
き	

村
井　

君
代

ほ

お

じ

ろ

短

歌

会
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●秘書広報課 ☎65-0675／FAX63-4619
ここでは地域の話題を紹介しています。
皆さんからの情報提供をお待ちしています。

みんなでまちを美しく
まちをきれいにしようと各種団体の方が
　市内の施設の清掃に取り組んでいただきました。

●
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て

　
　
　
　
　

〜
大
津
ボ
ー
イ
ズ
〜

　

甲
賀
市
に
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
構
え

る
（
財
）日
本
少
年
野
球
連
盟
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー

グ
「
大
津
ボ
ー
イ
ズ
」（
代
表
：
白し

ら

井い

智さ
と

之し

さ

ん
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
清
掃
活
動
が
12
月
24
日

（
月
）、
J
R
甲
賀
駅
周
辺
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
前
か
ら
甲
賀
町
相
模
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

練
習
場
所
と
し
て
活
動
し
て
い
る
大
津
ボ
ー
イ

ズ
で
は
、
日
ご
ろ
大
好
き
な
野
球
が
で
き
る
こ

と
に
感
謝
し
よ
う
と
、
清
掃
を
計
画
。
こ
の
日

は
中
学
部
の
部
員
23
人
が
、
駅
の
周
辺
や
利
用

し
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の
道
路
沿
い
の
ご

み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。　
　

　

地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
、
応
援
さ
れ
る
チ
ー

ム
と
な
る
よ
う
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

n �

甲賀駅や道路沿いを清掃す
る大津ボーイズの皆さん

●
自
分
た
ち
で
施
設
を
守
り
た
い

　
　
　

〜
長
野
区
園
芸
ク
ラ
ブ
〜

　

12
月
17
日（
月
）長
野
区
園
芸
ク
ラ
ブ（
会
長
：

奥お
く

田だ

幸ゆ
き
ま
さ正
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
信
楽

運
動
公
園
ち
び
っ
こ
広
場
及
び
周
辺
遊
歩
道
の

落
ち
葉
集
め
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

園
芸
ク
ラ
ブ
は
親
水
公
園
の
花
壇
づ
く
り
が

き
っ
か
け
で
４
年
前
か
ら
長
野
区
内
の
花
壇
づ

く
り
と
趣
味
の
園
芸
に
自
主
的
な
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
作
業
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
少
し
ず
つ

で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
活
動
を
広
め
て
い
き

た
い
。
施
設
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
で

あ
る
が
地
域
で
盛
り
上
げ
守
っ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
熱
い
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

清
掃
後
の
施
設
は
見
違
え
る
ほ
ど
美
し
く
な

り
ま
し
た
。

n �

信楽運動公園周辺の落ち葉集
めをする園芸クラブの皆さん

今年も届いたよ
「はんどう忍者」から門松

〜貴生川幼稚園〜

　「まいにちようちえんからきこえてく
るげんきなこえをたのしみにしているで
ござるよ」─こんなメッセージとともに
貴生川幼稚園に今年も「はんどう忍者」
から門松が届きました。

　この門松は、「はんどう忍者」に扮した地域の方が、子どもたちの１年間の幸せと安
全を祈り贈っているもので、今年で12回目となります。
　子どもたちのいない年末に、幼稚園の玄関にそっと置かれる門松に、年が明けて登
園した園児たちは大喜び。１月11日㈮には、全園児157名が園庭に出て、はんどう忍者
の住んでいる飯道山に届くように大きな声でお礼を言いました。

n �

玄関脇に置かれた門松とメッセージ
の書かれた立て札

n
�

飯
道
山
に
向
か
っ
て
お
礼
を
言
う
園
児
た
ち
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●秘書広報課 ☎65-0675／FAX63-4619
ここでは地域の話題を紹介しています。
皆さんからの情報提供をお待ちしています。
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11 走
る
こ
と
に

か
け
る
思
い
は
人
一
倍

全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
滋
賀
県
代
表

　
　
　

福ふ
く

井い　

愛あ
い

さ
ん（
甲
南
町
深
川
）

地域で活躍されている元気な方
を紹介するコーナーです。

　

時
お
り
冷
た
い
雪
ま
じ
り
の
風
が

吹
く
都
大
路
で
1
月
13
日（
日
）に
行

わ
れ
た
全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅

伝
。「
沿
道
か
ら
、
陸
上
部
の
後
輩

が
聞
き
な
れ
た
声
で
名
前
を
呼
ん
で

く
れ
る
の
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
甲
南

中
の
エ
ン
ジ
色
の
の
ぼ
り
も
何
本
も

見
え
ま
し
た
」
と
当
日
の
様
子
を
振

り
返
る
の
は
、
8
区
で
出
場
し
た
甲

南
中
3
年
の
福
井
愛
さ
ん
で
す
。

　
「
本
当
な
ら
、
全
国
中
学
校
駅
伝

が
最
後
の
大
会
で
す
が
、
女
子
駅
伝

と
い
う
舞
台
で
走
る
チ
ャ
ン
ス
を
も

ら
え
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
」
と

代
表
に
選
考
さ
れ
た
と
き
の
気
持
ち

を
話
す
福
井
さ
ん
。
昨
年
も
選
ば
れ

ま
し
た
が
、
当
日
は
控
え
に
ま
わ
っ

た
た
め
、
今
年
は
去
年
の
分
ま
で
と

い
う
強
い
思
い
で
臨
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

滋
賀
県
代
表
は
、
昨
年
を
大
き
く

上
回
る
32
位
と
い
う
結
果
を
出
し
た

も
の
の
、
福
井
さ
ん
自
身
は
、
満
足

な
走
り
が
で
き
な
か
っ
た
と
の
こ

と
。「
陸
上
を
3
年
間
や
っ
て
き
て
、

駅
伝
に
は
強
い
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
。

気
持
ち
は
の
っ
て
い
た
け
ど
、
体
調

が
上
が
っ
て
い
か
な
か
っ
た
」
と
悔

や
み
ま
す
。
と
は
い
え
、
日
本
の
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
と
出
会
い
、
学

ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
の
大

会
は
、
福
井
さ
ん
に
と
っ
て
大
き

な
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た
は
ず
。「
同

じ
目
標
を
持
ち
練
習
し
て
き
た
仲
間
、

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
、
い

つ
も
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
る
家
族
、

そ
ん
な
み
ん
な
の
お
か
げ
」
と
周
り

へ
の
感
謝
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
「
走
る
こ
と
が
好
き
」
と
い
う
福

井
さ
ん
に
は
早
く
も
次
な
る
抱
負
が
。

「
目
標
は
個
人
の
ト
ラ
ッ
ク
競
技
で

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
全
国
高
校

駅
伝
で
の
入
賞
。
中
学
で
、
果
た
せ

な
か
っ
た
こ
と
に
高
校
で
挑
戦
し
た

い
」
初
々
し
い
笑
顔
で
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
答
え
て
く
れ
た
福
井
さ
ん
。
そ

の
力
強
い
言
葉
に
こ
れ
か
ら
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

n

�「走ることが好き」という福井さん
（写真は12月に行われた全国中学校駅伝）

冬の土山を力走
〜第４回甲賀市民駅伝・＇08小学生駅伝〜

　第４回となる甲賀市民駅伝と小学校駅伝が１月20日㈰、
土山体育館前を発着点とするコースで開催されました。
　市民駅伝（９区間40.3キロ）には６チーム54名が、小学
生駅伝（４区間８キロ）には、スポーツ少年団などで編成さ
れた22チーム88名が参加、寒風の中たすきをつなぎました。
　また、小学生マラソン（２キロ）も行われ、家族など多
くの皆さんが声援を送るなか21名が力走しました。

n

元気にスタートする子どもたち（小学生マラソン）

n �

笑顔でゴールイン
する水口Aチーム
　の清

しみず

水良
りょうた

太選手
　（市民駅伝）

n �

ゴール目前での接戦（小学生駅伝）

【市民駅伝】
１位　水口A
２位　土山
３位　水口B

【小学生駅伝】
男子　１位　伴谷F
　　　２位　甲賀JAC　A
　　　３位　シックスツウ

女子　１位　はーと貴生川A
　　　２位　伴谷C
　　　３位　伴谷B

◆結果は次のとおり（敬称略）………………………………
【小学生マラソン】
男子　１位　木

き

村
むら

　翔
かける

　
　　　２位　山

やまもと

本　浩
ひろあき

彰
　　　３位　藤

ふじ

井
い

　駿
しゅん

　

女子　１位　富
とみます

増　由
ゆ な

菜
　　　２位　中

なかざわ

澤　恵
え り な

里菜
　　　３位　井

い

藤
とう

　由
ゆう

子
こ
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こうか
まちかど特派員

望
も ち づ き

月　公
た だ し

司

　

忍
の
里
プ
ラ
ラ
で
は
、
プ
ラ
ラ

企
画
運
営
委
員
会
と
行
政
が
協
働

し
て
、
音
楽
芸
術
事
業
、
舞
台
芸

術
事
業
、
展
示
事
業
、
市
民
提
案

型
事
業
な
ど
多
様
な
事
業
が
年
間

を
通
じ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
一
端
を
「
年
末
年

始
プ
ラ
ラ
か
ら
の
贈
り
物
」
と
し

て
紹
介
し
ま
す
。

　

当
日
は
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト
、
市
民
参
加

型
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
ピ

ア
ノ
演
奏
な
ど
）、体
験
講
座
（
デ
ジ
カ
メ
・

押
し
絵
な
ど
）、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
チ
ア
・

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
さ
ら
に
模
擬
店
な
ど
で
終

日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
辺
り
が
薄
暗
く
な
る

午
後
4
時
半
か
ら
玄
関
前
で
、
甲
賀
消
防
本

部
音
楽
隊
の
演
奏
に
続
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
（
本
紙
1
月
1
日
号
に
掲
載
）
の
点
灯
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
行

灯
の
飾
ら
れ
た
ホ
ワ
イ
エ
で
の
ジ
ャ
ズ
・
ラ

イ
ブ
で
し
た
。

　

今
回
は
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
が
楽
し
ん

で
参
加
し
、
更
に
プ
ラ
ラ
へ
の
関
心
を
高
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
多
岐
に

わ
た
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

夏
に
続
い
て
2
回
目
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
し

た
が
、
今
回
は
、「
D
U
E
T　

F
o
r　

F
l
u
t
e
＆
V
i
o
l
i
n
」
と
題
し
て
の

フ
ル
ー
ト
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
キ
ー
ボ
ー
ド
の

女
性
3
名
に
よ
る
演
奏
で
し
た
。

　
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」「
千
の
風
に
な
っ
て
」

「
日
本
の
四
季
メ
ド
レ
ー
」
な
ど
親
し
み
の
あ

る
曲
も
多
く
、
透
き
通
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

音
色
に
酔
い
し
れ
た
約
1
時
間
で
し
た
。

　

演
奏
者
も
聴
衆
も
と
も
に
楽
し
め
る
ラ
イ
ブ

の
場
を
身
近
な
所
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
さ

ら
に
大
き
く
育
っ
て
欲
し
い
と
の
主
催
者
の
誘

い
に
、
高
校

生
か
ら
お
じ

さ
ん
ま
で
の

ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
10
組

が
応
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

各
バ
ン
ド

持
ち
時
間

い
っ
ぱ
い
の

熱
演
は
5
時

間
近
く
に
な

　

以
上
3
つ
の
事
業
は
、
プ
ラ
ラ
が
大
切
に

し
て
い
る
市
民
提
案
型
の
企
画
支
援
事
業
で

し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
方
の
ご
感
想
は
い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

年
末
年
始
の
多
忙
な
な
か
、
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
企
画
運
営
委
員

の
一
人
と
し
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

り
ま
し
た
が
、
互
い
の
演
奏
か
ら
受
け
た
刺
激

は
い
う
に
及
ば
ず
、
事
前
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
や

当
日
の
会
場
準
備
と
後
片
付
け
な
ど
、
自
ら
連

帯
し
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
今
後

互
い
の
力
量
を
高
め
て
い
く
糧
に
な
る
の
で
は

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
と
客
席
を
フ
ラ
ッ
ト
に
し
た
多
目

的
ホ
ー
ル
で
の
熱
演
は
、
演
奏
者
と
聴
衆
が
一

体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

その1

「
音
と
光
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」

12
月
15
日（
土
）　

その2

「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

12
月
23
日（
日
）

その3

「
プ
ラ
ラ
で
ラ
イ
ブ
」

1
月
5
日（
土
）

m�盛りだくさんの内容で盛り上が
った「音と光のプロムナード」

m �透き通るような音色に酔いしれた
「ロビーコンサート」

m �演奏者と聴衆が一体となった
「プララでライブ」
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夜空旅人（天体観望会）
2月9日（土）

「地平線すれすれに赤く瞬く星 カノープス」

　日本で見ることができない地域もあ
るカノープス。その明るさは、恒星の
中ではシリウスに次いで全天で2番目
です。
　大気の影響を受け赤く輝くこの星
は、日本では、南の地平線上わずかの
高いところにしか姿を見せません。中
国ではカノープスを“南極老人星”と呼
び、この星を目にすることができれば
健康で長寿にあやかれると言われてい
ます。

場　所／かふか生涯学習館
時　間／ 19：30〜21：30
受　付／下記までお電話ください

問・申…かふか生涯学習館
288-4100　588-5055

平成19年分
確定申告

会場では、パソコンによる申告書の作成を推進しています。

平成19年分所得税について　　　　　　　　
　　　　　　　　減価償却制度が改正されました
償却可能限度額及び残存価額の廃止等

①平成19年4月1日以後に取得する減価償却資産について、償却可能限度額（取
得価額の95％相当額）及び残存価額が廃止され、『新たな償却の方法』（※参
照）により減価償却費を計算することになりました。

②平成19年3月31日以前に取得した減価償却資産について、前年末までの減価
償却費の累積額が償却可能限度額まで達している場合には、その達した年分
の翌年分以後5年間で1円まで均等償却することになりました。なお、この
改正は平成20年分以後の所得税について適用です。

詳しくは下記までお問い合わせください。

問…税務課　市民税係　　265-0679　563-4574

下記の算式によって求められた減価償却費のことをいいます。
【算式】

その年中に事業に使用していた月数
取得価額 × 定額法の償却率 × （1月未満の端数は1月とします。） ＝ 減価償却費

12

※新たな償却の方法（定額法）とは

《計算例》コンバインを平成19年4月に300万円で取得した場合の減価償却費の求めかた
　　　　※耐用年数5年の定額法の償却率は0.200とする。

答　300万円×0.200×9 ヶ月/12か月×100％（事業専用割合）＝450,000円

水口税務署からのお知らせ

問…水口税務署　262-0314（代表）

●上記の開設期間以外（土・日・祝日を除く）は、水口税務署で相談を行います。
●開設期間中、税務署では、作成済みの申告書等の受付(提出）、納税、納税証明

の発行及び用紙の交付などのみを行います。
●上記会場では納税はできません。お近くの金融機関をご利用ください。
●水口社会福祉センターへのお問い合わせは、ご遠慮ください。

開設期間／ 2月18日（月）～3月17日（月）（土・日曜日は開設していません）
開設時間／ 9：00〜17：00（ただし12：00 ～ 13：00は、対応職員少数）
開設場所／水口社会福祉センター　福祉ホール（水口税務署北隣）

新名神を見て！さわって！
体感しよう
ハイウェイウォーク

日　時／ 2月9日（土）10：00〜15：00
（入場は14：00まで）

場　所／新名神高速道路　草津田上イ
ンターチェンジ〜金勝山トン
ネル（栗東トンネル）

主　催／ N
ネ ク ス コ

EXCO西日本関西支社
共　催／滋賀新名神高速道路建設促進

期成同盟会
※小学生以下のお子さんは保護者同伴
でご来場ください。会場周辺の駐車
場は混雑が予想されます。なるべく
徒歩又は公共交通機関（バス）をご利
用ください。詳しくは、下記又は市
のホームページをご覧ください。

問…NEXCO西日本関西支社大
津工事事務所　ハイウェイ
ウォーク事務局
2077-547-2345　
5077-548-1351
新名神高速道路ホームページ
http://www.genki‐shinmeishin.jp/

新
あらがき

垣勉
つとむ

おしゃべりコン
サート

甲賀市・湖南市内作業所支援
チャリティ事業

日　時／ 3月18日（火）18：30〜19：20
　　　　予定（開場17：30）
場　所／碧水ホール
出　演／テノール歌手　新垣勉さん

　入場は無料ですが、事前に郵送また
はFAXでの申し込みが必要です。［先
着250名、締切3月7日（金）］手話通訳が
必要な方はお知らせください。

問…あすぱる甲賀［（社）甲賀・湖南
人権センター］
〒528-0032 水口町八坂2番18号
265-4020　565-4021
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市民ギャラリ−
山岡光広趣味の写真展“山

やま

花
はな

彩
さいさい

々”

　今回は、甲南にお住まいの山
やまおかみつひろ

岡光広
さんが、雄大な自然にそびえる山々、
可憐にそっと咲く花に魅せられ、その
思いを表現された写真展です。

期　間／ 2月1日（金）〜29日（金）
　　　　 平日の8：30〜17：15

（但し、１日は10：00から、29日
は16：30まで）

場　所／土山支所1階ロビ−
内　容／写真展

問…土山支所
266-1101　566-1564

市営駐車場の利用者募集
受付期間／ 2月1日（金）〜15日（金）

（土・日・祝を除く9：00〜17：00）
使用開始日／ 3月1日（土）
■JR油日駅前駐車場

1か月　3,000円
問…油日駅を守る会

288-5879（直接お問い合わせください。）

■JR甲南駅前駐輪場
自転車　1か月　1,500円
原　付　1か月　1,800円

受付時間／ 6：15 ～ 9：15、13：00 ～
　14：00、18：30 ～ 20：30

問…甲南駅前駐輪場
286-0590（直接お問い合わせください。）

ご自宅のパソコンから申告などの手続きが簡単にできます。
詳しくは  イータックス  で検索（www.e-tax.nta.go.jp）

ｅ-Taxをご利用ください

甲南ふれあいの館
「昭和なつかしの写真展」
　懐かしい昔の町のたたずまいや、お
祭り、運動会、諸行事等、写真を見な
がら、当時の楽しい想い出を、ご家族・
お友達と一緒に語らってみませんか。

日　時／ 2月2日（土）〜3月23日（日）
9：00〜17：00

休館日／月曜日（祝日のときはその翌日）

問…甲南ふれあいの館
2/586-7551

甲南ふれあいの館
親子体験教室「フジ籠作り」

　民具友の会会員のアドバイスでユ
ニークなフジ籠を作りませんか。

日　時／ 2月9日（土）13：30〜15：00
場　所／甲南ふれあいの館
定　員／先着20名
参加費／ 200円/大人（親子で参加）
申込方法／電話・FAXで下記までご連

絡ください。
問・申…甲南ふれあいの館

2/586-7551

バレンタインコンサート♪
●あいの土山文化ホール
　「千の風になって」など、“あい”いっぱい
の名曲を管楽器アンサンブルの演奏と
一緒に口ずさんでみませんか？小さい
お子さんもお気軽にご来場ください。

日 　 時／ 2月10日（日）　14：00開演
入 場 料 ／ 500円　※コーヒー＆ス

ウィーツ付き
出 演 者／ enjoué（アンジェ）　
プログラム／「ジュ・トゥ・ブ」「愛の

あいさつ」「Ｇ線上のアリア」
「千の風になって」「ホール
ニューワールド」「エンター
テ イ ナ ー」「Time To Say 
Goodbye」ほか

チケット販売／あいこうか市民ホー
ル、碧水ホール、忍の里プラ
ラ、カフェレスト青山、あい
の土山文化ホール

問…あいの土山文化ホール
266-1602　566-1603

●忍の里プララ
　プララがおしゃれなジャズ喫茶に！
今年は、一味違うバレンタインを大切
な人と過ごしませんか？

日　時／ 2月10日（日）　18：00開演
入場料／シングル　2,500円

ペア　　　4,000円
出演者／ボーカル　　ボンビ柿

かきもと

本
サックス　　高

た か み

見延
のぶひこ

彦
キーボード　　星

ほ し の

野正
ま さ お

夫
ベ ー ス　　田

た し ろ

代泰
やすゆき

之
ド ラ ム　　柿

かきもと

本秀
ひであき

明
その他／ソフトドリンク付き

（アルコール類はありません）
チケット販売／忍の里プララ

問…忍の里プララ
　　（甲南情報交流センター）

286-1046　586-8119

しがらき盆梅列車＆盆梅展
盆梅列車／ 2月16日（土）〜3月16日（日）

の土・日のみ運行。ただし、
団体の場合は、平日も運行（要
予約）

盆梅展／ 2月9日（土）〜3月20日（木・
祝）場所は市役所信楽支所東
側別館特設会場

列車運行表／
信楽駅発　→　貴生川駅着
10：21　　10：44
11：21　　11：44
12：21　　12：44
13：21　　13：44
14：21　　14：44
貴生川駅発　→　信楽駅着
10：51　　11：15
11：51　　12：15
12：51　　13：15
13：51　　14：15
14：51　　15：15

※2月現在の時刻表です。3月15日に
ダイヤ改正の予定です。

問…信楽高原鐵道（株）総務課
282-4366　582-3323

みなくち子どもの森を歩こう
「冬鳥をさがそう」
　毎月第一日曜日には、みなくち子ど
もの森を歩きながら自然観察します。
木に葉がないこの時期は、野鳥観察が
しやすい時期です。ため池ではカモな
どの水鳥も探してみましょう。

日　時／ 2月3日（日）　14：00〜
約1時間　小雨決行

集合場所／みなくち子どもの森自然館前
対　象／子ども〜大人　園路を約1時間

歩ける方
※申込は不要です。野外を歩く服装と
靴で上記集合場所へおいでください。

問…みなくち子どもの森自然館
263-6712　563-0466

落語と講談で人権を考える 
“甲南 ふれあいじんけん寄席”
　真の笑いは平等な心から…桂文福さ
んと旭堂南湖さんの落語と講談の楽し
い語りをお楽しみください。どなたで
もご参加いただけます。

日　時／ 2月16日（土）
14：00〜16：00（予定）

場　所／かえで会館
出　演／桂

かつら

　文
ぶん

福
ぷく

(落語家)
旭

きょく

堂
どう

南
なん

湖
こ

(講談師)
桂
かつら

　ぽんぽ娘
こ

（落語家)
入　場／無料
主　催／甲賀市人権教育推進協議会甲

南支部

問…人推協甲南支部事務局
286-8024　586-8380
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第11回あいの土山斎王群行
ボランティアスタッフ募集

　ボランティアスタッフとして、華や
かな平安絵巻の世界を一緒に盛り上げ
ていただく方を募集します。

内　容／・時代衣装の着付けと化粧（3
月8日13時からあいの土山
文化ホールにて講習会を開
催します）

・禊
みそぎ

、お着き式等の会場設営
および撤収

対　象／どなたでも（未成年の方は保
護者の同意が必要）

《斎王群行》　期日　３月30日（日）

※お手伝いいただける方は、下記まで
ご連絡ください。

問…あいの土山斎王群行実行委
員会事務局（あいの土山文化
ホール内）
266-1602　566-1603

甲賀市エコライフ講座
参加者募集

　市では生ごみの焼却処分の削減を推
進しています。今回は有用微生物群
（EM）を使って、生ごみを堆肥化させ、
花壇や菜園の肥料にするなど、楽しみ
ながら有機リサイクルをする、体験学
習会を開催します。

内　容／「生ごみ減量とリサイクル」
日　時／ 2月17日（日）13：30〜16：00
場　所／かふか生涯学習館

第２、第３学習室
定　員／ 30名
講　師／甲賀町女性風土づくりグルー

プの皆さん
参加費／無料

問・申…甲賀市エコネット
女性風土づくりグループ（片岡）
288-2118
生活環境課・環境政策担当
265-0692　563-4582

①HPからカンタン申告	 ②最高5,000円の税額控除
	 ③添付書類が提出不要	 ④還付金がスピーディー

ｅ-Taxを利用して所得税の申告をすると

新名神開通記念
天平ロマン子どもエコツアー

　次世代を担う子どもたちに甲賀の文
化歴史に触れ、関心を深めてもらうこ
とを目的に開催します。

日　時／ 3月8日（土）　9：30〜16：30
場　所／秀明自然農法しがらきの里
内　容／寸劇とお話、瓦のデザインに

ちなんだ器の作陶、食事会・
おやつ、音楽会など

定　員／ 30名
参加費／ 1,000円

持ち物／軍手、水筒

申込締切／ 2月25日（月）
申込方法／電話またはFAXで下記まで。
主　催／天平ロマンの観光まちおこし

実行委員会
後　援／平城遷都1300年記念事業協会

問・申…県南部振興局地域振興課
2077-567-5404
5077-564-3934

平成20年度 プララ企画
運営委員会委員募集

　プララ等で実施する文化事業を企画・
運営していただける方を募集します。
　今年度、企画運営委員会では、芸術
の祭典、優秀映画鑑賞、忍にん寄席、
歌謡コンサート、音と光のプロムナー
ドなどを行ってきました。

募集人数／ 10名程度
任　期／１年
主な仕事／事業の企画から契約、運営、

支払いまでの一連の仕事
受付場所／甲南情報交流センター（忍

の里プララ）事務所
受付期間／ 2月1日（金）〜29日（金）

9：00〜17：00（ただし、4日
(月)、12日(火)、18日（ 月 ）、
25日(月)は休館日）

応募資格／市内在住で、月１回程度の
会議に出席できる方

応募方法／忍の里プララ事務所に備え
付けの応募申込書に必要事項
をご記入の上、委員として
やりたいことやレポート（自
己PR）とともにご提出くださ
い。提出方法は、持参・郵送・
FAX・Eメールのいずれでも
結構です。

審査方法／書類選考および、場合に
よっては面接を行います。

問…忍の里プララ
　　（甲南情報交流センター）

286-1046　586-8119

曳山の保存伝承について
考えます！
〜大

おお

水
みなくち

口宿
すく

禰
ね

ット 第７回勉強会〜
　水口曳山祭で巡行する曳山の構造を
学び、保存方法を考えるための講演会
（第７回勉強会）を開催します。

日　時／ 2月24日（日）　14：00〜
場　所／水口歴史民俗資料館２階会議室
講演テーマ／水口の曳山の構造と保存

方法
講　師／歴史的建造物修復建築家

オフィス 萬
ま る む

瑠夢 村
む ら た

田信
の ぶ お

夫さん
対　象／中学生以上で関心のある方

（小学生以下でも保護者同伴な
ら参加可能）

参加費／ 500円（学生は無料）
主　催／大水口宿禰ット

問…大水口宿禰ット（会長 広瀬悟）
　2090-8984-3463

第1回忍者検定受験者募集
日　時／ 3月29日（土）10：00〜10：45

（内検定時間は30分間）
試験会場／甲南情報交流センター（忍

の里プララ）
受験資格／小学５年生以上の方（性別、

国籍などの制限はありません）
受験料／大人500円、中学生以下300円
申込期限／ 2月29日（金）
申込方法／各支所及び市内の観光施設

に備え付けの「忍者検定受験
申込書」に必要事項を記入の
上、下記までFAXまたは郵送
ください。申込書は甲南町観
光協会ホームページにも掲載
しています。

参加定員／先着100名

問・申…甲南町観光協会
　　〒520-3308 甲南町野田810番地

2/560-2690

2月は「相続登記は
　　お済みですか月間」
月間中、県内の各司法書士事務所で
は、無料で相続登記の相談をお受けし
ます。詳しくは、滋賀県司法書士会
　☎077－525－1093
　ＦＡＸ077－522－1396まで。
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弁護士による無料法律相談
※事前予約が必要です。
※相談はどなたでも受けられます。

■水口町商工会
日　時／ 2月22日（金）13：00〜16：00
場　所／水口商工会館2階

問…水口町商工会
262-1676　563-1052

■甲南町商工会
日　時／ 2月21日（木）13：00〜16：00
場　所／甲南町商工会館2階

問…甲南町商工会
286-2016　586-5818

2月の１日
社会保険相談所の開設

　2月の1日社会保険相談所の開設日
は次のとおりです。

日　時／ 2月14日（木）
　　　　（予約制になっていますので、

事前に草津社会保険事務所へ
申し込みをお願いします。）

場　所／水口社会福祉センター 2階
　　　　中会議室
持ち物／年金手帳・年金証書・雇用保

険証または受給者証・過去に
勤務した会社等の職歴メモ・
認印

問…草津社会保険事務所
　2077-567-1311
　2077-567-1383（予約専用）
　保険年金課
　265-0688　563-4618
　（市役所へは予約申し込みできません）

労働相談窓口の開設
　社会保険労務士による無料相談窓口
を開設します。
　「突然の解雇」、「賃金カット」、「年
金」、「保険」など労働に関するあらゆ
る相談をお受けします。

日　時／ 2月13日（水）14：00〜16：00
場　所／水口社会福祉センター 2階

（水口税務署北隣）
受　付／電話で予約を受け付けます。
※予約なしにお越しいただいても結構
　ですが、予約のある方を優先します。

問・申…商工観光課
　　265-0710　563-4087

再就職・就業支援
シニア対象講習会

●シティホテル・スタッフ技能講習
期　 間 ／ 2月12日（火）〜22日（金）、

土日を除く全９日間13：00〜
17：00
（最終日には、ハローワーク
と共同で就職面接会を開催）

場　所／草津市内ホテル
●マンション管理員技能講習
期　 間 ／ 2月14日（木）〜29日（金）、

土日を除く全12日間
13：00〜17：00

場　所／シルバー連合会セミナー室
（JR大津駅徒歩5分）

【共通事項】
対　象／ 55 ～ 65歳までの県内在住

の再就職希望者
定　員／各30名（申込多数の場合は抽

選）
受講料／無料、教材は支給
申込締切／ 2月5日（火）必着
申込方法／往復はがきに、講習名、住

所、 氏 名（ふりがな）、 年 齢
（生年月日）、電話番号を記入
して下記へお申し込みくださ
い。

問・申…
　（社）滋賀県シルバー人材センター連合会
　〒520-0051　大津市梅林1-3-10
　2077-525-4128
　5077-527-9490

甲賀市美術展覧会
第3回 会期  2008．3．1（土）〜9（日）

会場  あいこうか市民ホール、碧水ホール

法　律　相　談
日　時／ 2月21日（木）13：00〜16：00
場　所／市役所甲南庁舎
※2月7日（木）８：３０から予約受付
日　時／ 2月28日（木）13：00〜16：00
場　所／水口社会福祉センター
※2月14日（木）８：３０から予約受付
定　員／ 6名（1人30分）
申込方法／相談は予約制です
　相談日の２週間前から電話・来所に
より先着順です。
予約先／甲賀市社会福祉協議会

水口社会福祉センター 2階
予約電話番号／ 62-8085
相談員／滋賀県弁護士会所属の弁護士
※相談は無料で秘密は厳守します。

問…甲賀市社会福祉協議会
262-8085　563-2021
社会福祉課
265-0700　563-4085

甲賀・湖南地域
製造職　就職面接会

　「製造職」を募集する企業の合同就
職面接会を開催します。

日　時／ 2月15日（金）
　　　　13：15〜15：00（随時受付）
場　所／サンヒルズ甲西

（湖南市西峰町1-1）
内　容／甲賀市、湖南市に就業場所が

あり「製造関係職」で募集して
いる企業約25社の採用担当
者と自由に面談できます。

その他／履歴書を複数準備のうえ、お
越しください。

問…ハローワーク甲賀
　　（甲賀公共職業安定所）
　262-0651　563-1825

オストメイト
情報交換会・医療相談会

日　時／ 2月16日（土）
　　　　13：30〜15：30
場　所／水口社会福祉センター 2階中

会議室
医療相談講師／河

か わ い

井希
の ぞ み

美氏（認定看護師）
対象者／人工膀胱、人工肛門を造設し

た方とその家族
参加費／無料

問…社団法人日本オストミー協会
　　滋賀県支部事務局　谷口
　2/5077-562-1773

精神保健福祉勉強会
日　時／ 2月14日（木）13：30〜15：30

（受付13：00〜）
場　所／サンライフ甲西

（湖南市中央１丁目1-1）
内　容／講話「わかりやすい
　　　　　　　　心の病気の話」ほか
対　象／ユーザー、家族、ボランティ

ア他、精神保健福祉に関心の
ある方

参加費／無料、申込不要
主　催／滋賀県精神保健福祉協会、甲

賀地域精神障害者家族会「の
ぞみ会」

問…滋賀県精神保健福祉協会事務局
　2/5077-567-5250
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こうか このコーナーでは市内の幼稚園、
小中学校の児童・生徒が描いた
絵を順次紹介していきます。
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杉本　大気さん

「孤独」

すぎもと　　たい き

信楽中学校　３年

村井　勇太さん

「手のデッサン」

むら い　　 ゆう た
甲賀中学校　２年

「赤い屋根の新校舎」
はっとり　　とも か

小原小学校　５年　大森　匠真さん「自画像『夢に向かうために』」
甲南中学校　３年　服部　友香さん

はっとり　　とも か


